
はじめに

青少年が自立した大人として成長していくことは、県民全ての願いです。
福岡県では、1991（平成３）年度から５次にわたり「福岡県青少年健全育成総合計画（福
岡県青少年プラン）」を策定し、社会全体で青少年を育むため、さまざまな施策を展開して
まいりました。
近年、大規模災害や感染症の発生、情報通信技術の急激な進展、人々の価値観や働き方の
多様化など、青少年を取り巻く状況は大きく変化しています。
私は、新しい時代の県政を進めるに当たり、挑戦していくものの一つとして、「次代を担
う『人財』の育成」を掲げています。人こそが「財（たから）」であり、これからさまざまな技
術が発達しても、将来の福岡県をつくり、そして担っていくのは、やはり「人」です。
このため、まずは、青少年の皆さんが、県内のどの地域に居ても、格差なくしっかり学ぶ
ことができるよう、充実した教育環境の整備に取り組んでまいります。その上で、さまざま
な経験、体験を通じて、自らの可能性に気付き、能力を磨き、夢に向かってチャレンジする
青少年を全力で応援していきます。また、産業・経済、スポーツ、文化芸術などさまざまな
分野で活躍し、本県の発展を担う「人財」を育成していきたいと考えています。
こうした考えのもと、今後の本県の青少年施策の基本となる新しい青少年プランを策定
しました。本プランに基づき、「豊かな心と志を持つたくましい青少年」の育成を目指して、
県の青少年施策を総合的・計画的に推進してまいります。県民の皆さまのご理解とご協力
をよろしくお願いします。
プランの策定に当たりまして、貴重なご意見やご提言をいただいた福岡県青少年問題協議
会の委員の皆さまをはじめ、ご協力をいただいた全ての皆さまに心から感謝申し上げます。

2022（令和４）年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県青少年健全育成対策推進本部長
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計画の対象とする青少年の呼称について
　このプランでは、「青少年」と表記していますが、対象となる者の呼称・年齢区分は法令
等により様々であることから、施策によっては、「児童・生徒」、「少年」、「子ども・若者」
等と表記しています。
　なお、発達段階の区分は以下のとおりとしています。

発達段階の区分
(1) 乳幼児期：義務教育年齢に達するまでの者
(2) 学童期：小学生
(3) 思春期：中学生からおおむね18歳までの者
(4) 青年期：おおむね18歳から30歳未満までの者
※ポスト青年期：�青年期を過ぎ、大学等において社会の各分野を支え、発展させていく資

質・能力を養う努力を続けている者や円滑な社会生活を営む上で困難
を有する者

(参考) 「子ども・若者」、「青少年」の区分
(1) 子ども：乳幼児期、学童期及び思春期の者
(2) 若　者：思春期、青年期の者。施策によっては、ポスト青年期の者も対象
(3) 青少年：乳幼児期から青年期までの者

乳幼児期 学童期 思春期 青年期

0歳 6歳 12歳 18歳 30歳

子ども

青少年

若者

ポスト青年期



ＳＤＧｓについて
ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、世界全体の経
済、社会、環境の３つの側面を不可分のものとして調和させ、誰一人取り残すことなく、貧
困、格差の撲滅等、持続可能な世界を実現するための国際社会全体の普遍的な目標です。
2015（平成27）年９月の国連サミットにおいて、「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ（行動計画）」が採択され、2030（令和12）年を期限として、17のゴール（目標）
と169のターゲットが設定されました。
このプランの施策を着実に進めることにより、ＳＤＧｓの達成につなげていきます。


